
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、
県
内
４

番
目
の
高
さ
で
す
。
平
成
２
５
年
度
介
護
保
険

事
業
は
２
２
億
円
の
黒
字
。
今
年
度
末
の
準
備

基
金
も
１
９
億
円
見
込
ま
れ
１
人
年
１
万
円
の

保
険
料
引
下
げ
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
保
険
料

を
低
く
抑
え
る
コ
ツ
は
市
民
の
健
康
寿
命
を
の

ば
す
こ
と
。
公
民
館
な
ど
地
域

の
人
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
を

確
保
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
が
払
え
ず
差
押
え
や
保
険

証
が
取
上
げ
ら
れ
る
事
態
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

命
を
守
る
は
ず
の
健
康
保
険
が
命
を
お
び
や
か

す
こ
と
に
。
負
担
軽
減
の
た
め
１
世
帯
１
万
円

の
引
下
げ
を
提
案
。
川
口
市
や
熊
谷
市
並
に
一

般
会
計
を
繰
入
れ
れ
ば
十
分
可
能
で
す
。
ま
た
、

負
担
軽
減
で
収
入
率
を
改
善
さ
せ
健
全
な
財
政

に
す
べ
き
と
指
摘
。
市
長
は
、
負
担
感
を
感
じ

な
い
よ
う
な
施
策
を
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

大
学
の
学
資
金
は
国
公
立
で
４
年
間
の
合
計

は
約
５
１
８
万
円
で
、
理
系
の
私
立
大
学
の
場

合
約
６
９
０
万
円
か
か
り
ま
す
。
学
習
意
欲
の

あ
る
学
生
が
大
学
な
ど
に
進
学
で
き
る
よ
う
に
、

返
済
不
要
な
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
市
学
校

教
育
部
長
は
「
先
進
市
の
事
例
な
ど
を
検
証
し
、

調
査･

検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
通
院
も
中
学
３
年
生
ま

で
拡
大
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
お
母
さ
ん
方

と
一
緒
に
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
の

署
名
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
議
会
で
繰
り
返

し
「
対
象
年
齢
の
拡
大
を
」
と
求
め
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
、
運
動
が
実
り
ま
し
た
。
議
員

団
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

の
対
象
を
高
校
生
ま
で
拡
大

す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

衆
議
院
総
選
挙
と
並
行
し
て
開
か

れ
た
12
月
定
例
市
議
会
は
、
市
長
提

出
議
案
44
件
、
議
会
提
出
議
案
４
件

な
ど
を
可
決
、
請
願
１
件
を
継
続
審

議
と
し
、
12
月
19
日
閉
会
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
８
議
案

に
質
疑
し
、
●
い
じ
め
問
題
対
策
推

進
法
に
関
連
す
る
２
議
案
、
●
南
公

民
館
の
値
上
げ
を
含
む
公
民
館
使
用

条
例
の
一
部
改
正
、
●
65
歳
以
上
で

新
た
に
障
害
を
持
っ
た
方
を
対
象
か

ら
外
す
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
改
正
、
●
新
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
・
運
営
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
で
進
め
る
た
め
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
運
営
事
業
者
選
定
委

員
会
条
例
、
●
１
民
間
企
業
グ
ル
ー

プ
に
１
３
０
億
円
を
16
年
８
ヶ
月
の

長
期
で
契
約
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
債
務
負
担
行
為
の
設
定
を
含
む
補

正
予
算
の
６
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

民
法
の
改
正
に
よ
る
個
人
保
証
の

原
則
的
廃
止
を
求
め
る
請
願
書
が
、

埼
玉
弁
護
士
会
会
長
、
池
本
誠
司
氏

か
ら
３
月
市
議
会
に
提
出
さ
れ
、
継

続
審
査
中
の
同
請
願
書
は
12
月
市
議

会
で
全
会
一
致
で
採
択
。
個
人
保
証

の
原
則
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
も
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る

閣
議
決
定
に
抗
議
す
る
川
越
市
民
の

声
を
表
明
し
、
白
紙
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願
書
が
新
宿
町
在
住
の
赤

松
岳
氏
ほ
か
７
８
５
名
か
ら
提
出
。

総
務
財
政
常
任
委
員
会
で
審
議
を
行

い
、
同
請
願
提
出
者
の
参
考
人
招
致

と
筆
頭
紹
介
議
員
の
出
席
を
求
め
、

１
月
22
日
に
継
続
審
査
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
願
い
を
市
政
へ

住宅のリフォームに市が補助を行う同制

度は、地域経済の活性化にも繋がります。

補助額に対する工事金額の規模は23倍に及

び経済効果も抜群。人気が高く夏場には予

算を使い切っています。自営業・零細業者

など小さな規模の事業者にも広く効果があ

るため、抜本的な拡充を求めています。

子どもの病気や回復期における保育事業は、

はたらく親の強い味方です。議員団は、事

前登録や書類の簡素化を求め改善しました。

また、病院や保育所など市内には３箇所で

(古谷上、連雀町、笠幡)実施。１月から高

階地域に４箇所目がオープンします。

市民の就労を支援するため平成24年1

0月から川越しごと支援センターがオー

プン。これまでの利用者は１万９３５

５人。高校での労働法出前セミナーは、

４回で５８２名の生徒が受講。労働法

ハンドブックを作成し、働くルールを

伝える為、高校や成人式で配布されて

います。今後は、子育て世代に喜ばれ

る託児つき女性セミナーの開催。市民

センターや川越駅西口ウエスタ川越な

どの公共施設を利用してセミナーや相

談事業などを実施するなど充実します。

日本共産党議員団は、市民生活に及ぼす問題など正面から取り組み、市民

目線で市政をチェックし、力を合わせて要求実現にとりくんできました。

市民要求アンケートや市民から寄せられた願いを要望書
に託し、２０１５年度の予算要望書を市長に提出

新斎場建設工事の総額は、約57億円。
供用開始は２０１７年度初めごろの予定です。

こんの英子議員 かきた有一議員 川口ともこ議員 本山修一議員


